
別記様式第１号の２の２の２の３（第４条の２の８関係） 

防火対象物点検報告特例認定申請書 

 

    （１）   年  月  日 

 

（２）今治市消防長 殿 

 

申請者 （３） 

 

住所                  

（法人の場合は、名称及び代表者氏名） 

氏名                ○印  

 

電話番号                

 

下記のとおり、消防法第 8 条の 2 の 3 第 1 項の規定による認定を受けたいの 

で、同条第 2 項の規定に基づき申請します｡ 

記 

防 火 対 象 物 

所 在 地 （４） 

名 称 （５） 

用 途 （６） 令別表第一  （  ）項 

収 容 人 員 （７） 管理権原 単一権原･複数権原 

消防法施行令

第２条を適用

す る も の 

名  称 用  途 収容人員 

（９）   

   

申請者が防火対象物の管

理を開始した年月日 
（１０）        年   月   日 

前回の特例認定年月日 （１１）        年   月   日 

そ の 他 必 要 な 事 項 

（１２） 

※ 受 付 欄 ※ 経 過 欄 

  

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

２ ※印の欄は、記入しないこと｡ 

 



【防火対象物点検報告特例認定申請書 記入要領】 

 

項    目 記 入 要 領 

（１） 年月日 申請書の提出年月日を記入します。 

（２） 宛先 今治市消防長宛てに提出します。 

（３） 申請者 
１ 当該事業所の管理について権原を有する者の住所、氏名を記入

し、押印します。（ただし、法人の場合は法人の住所、名称及び

代表者の職・氏名を記入します。） 

 

２ 個人企業の場合は、住所登録のしてある住所とします。 

防 

火 

対 

象 

物 

（４）所在地 当該防火対象物の所在地を記入します。 

（５）名称 「〇〇ビル」「〇〇ホテル」など防火対象物の名称を記入します。 

（６）用途・令別表第１ 
当該防火対象物の用途を消防法施行令別表第１に掲げる用途区分に

より「ホテル：（５）項イ」、「特定複合用途：（１６）項イ」の

要領で記入します。 

（７）収容人員 
当該防火対象物の全体の収容人員を記入します。（収容人員の算定

にあっては、消防法施行規則第１条の３によります。） 

（８）管理権原 
当該防火対象物全体について管理権原の分かれない場合は「単一権

原」を、分かれる場合は「複数権原」を選択します。 

（９）消防法施行令第２

条を適用するもの 

１ 同一の敷地内に同一管理権原の２以上の建物がある場合、各棟

の名称、用途、収容人員を記入します。 

 

２ 棟が多くこの欄に記入しきれない場合は、適宜用紙等を追加し

添付してください。 

（１０）申請者が防火対象物の管

理を開始した日 

法第８条の２の２第１項の防火対象物として、申請者が当該防火対

象物の管理を開始した日を記入します。 

 

※管理権原者が、当該防火対象物の管理を３年間継続していること

を確認できる、不動産登記簿謄(抄)本、賃貸借契約書、営業許可証

等の書類の写しを添付する必要があります。 

（１１）前回の特例認定年月日 
特例認定の継続申請の場合、前回の特例の認定の効力を生じた日を

記入します。 

（１２）その他必要な事項 必要事項があれば記入します。 

 


